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東日本大震災津波伝承館 道の駅高田松原
建物東西160m

南北320m

「復興の軸」

「祈りの軸」



東日本大震災津波伝承館（いわてTSUNAMIメモリアル）

① 開館期日 令和元年９月２２日

RWC2019日本大会に合わせ開館

② 場 所 岩手県陸前高田市

③ 運営形態 岩手県直営

④ 館 長 岩手県知事

⑤ 特 徴

・東日本大震災津波の震災津波伝承施設

・東北大学・岩手大学の学術面のバックアップ

・海外津波博物館と交流・連携

・教員、解説員（多言語対応）の多職種連携

・入館料、団体解説無料（要予約）



○ 令和３年度 月別来館者数と平均来館者数    単位：人、日 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計 

来館者数(A) 15,395 20,143 15,323 17,733 9,209 7,587 85,390 

開館日数(B) 30 31 30 31 12 13 147 

1日当たりの平均

来館者数(A/B) 
513 650 511 572 767 584 581 

※1) 令和３年度の最多来館者数： 2,605 人(令和３年５月３日(月・祝)) 

  2) 令和３年８月 13日（金）～９月17日（金）は「岩手緊急事態宣言」の発令に伴い休館 



展示テーマ

『命を守り、海と大地と共に生きる』
～二度と東日本大震災津波の悲しみをくり返さないために～













津波から助かる唯一の方法
→避難（時間との戦い）



「津波てんでんこ」
てんでんばらばらに一目散に高台に逃げる

自分の身は自分で守る、考えて行動することで、
犠牲者を出さないことに繋がる



児童・生徒の学校見学積極的に受入
幼少から防災意識を持つことで、
地域の防災力向上に繋がる

（日頃からの備え、訓練の重要性が教訓）



【課題・方向性】

〇伝承館をゲートウェイに地域への人の流れをつくる
・地元の飲食店、観光施設、震災遺構（パークガイド）
・岩手県内の観光資源

〇被災3県の伝承施設との交流・連携の強化

〇防災教育・復興学習への取組支援⇒地域の防災力の強化
・自然災害は全国どこにでも起きる時代 ・未来への備えが大事



コロナ対応：オンライン見学＆授業



皆様のご来館をお待ちしています



防潮堤から広田湾を望む

高田松原海水浴場


